














 

Ⅲ.結語 

 以上,病弱養護学校の教諭に依頼して,小児慢性疾患として代表的な小児気管支喘息,腎

臓疾患(腎炎,ネフローゼ等)及び,進行性筋ジストロフィー症児についてアンケ一ト調査を

試みた。 

 この成績を一般児童を対象に行った長畑・柴田の成績と比較すると 

 ①総合評価と本 Scale 評点との関係は殆んど同じ様な傾向を示していた。 

 ②学年別推移でみると,高学年の方が評点が高かった。 

 ③個々の項目についても,②⑭などは普通児と同じ傾向がみられたが,⑯のよく文句をい

うきむづかしいという点がやや多いように思われた。 

 ④評点 10 点以上は,喘息群で 6 人,腎疾患群で 1 人(28 点),筋ジストロフィー症群で 16

人で各 5.4%,1.4%,16.0%で全体では 8.1%であった。 

 ⑤即ち慢性疾患入院児を教育側よりみた場合,一般校の教師が見ている子どもたちと同

様,特に問題傾向児が多いわけでもなく,問題となる点も(少い)同じ位と考えられた。 

 ⑥各疾患別にみても,喘息児群と腎疾患群は小学生時代は殆んど同じ傾向を示していた。 

 ⑦進行性筋ジストロフィー症群では,やや問題となる項目が異なる傾向が見られ,全体と

して学年進行による波(評点の変動)がみられた。 


